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小金井市長期計画起草委員会（「子ども・教育」「福祉・健康」第１回） 

 

日  時  令和元年９月４日（水）午後６時３０分～午後８時３５分 

場  所  小金井市前原暫定集会施設Ｂ会議室 

出席委員  ６人 

 リーダー  浅 野 智 彦 委員 

 委 員   森   文 香 委員  中 村 彰 宏 委員 

       高 野 博 美 委員  石 塚 勝 敏 委員 

       杉 中 清 良 委員 

欠席委員  ０人 

                                           

事務局  企画政策課長  梅原 啓太郎 

     企画政策課係長 古賀 誠 

     企画政策課主任 前坂 悟史 

     株式会社創建  左近 靖博 

                                           

傍聴者  ２人 

                                           

要点記録 

 

「子ども・教育」 

（説明文） 

・「小金井市で生まれ育つ」→対象者が限定的に聞こえるので、表現を検討する。 

・「学校教育を通じて他者を尊重し、」→学校以外の場も含めた表現を検討する。 

 

（〇子どもの育ちの実現） 

・「〇子どもの育ちの実現」を「〇子どもの健全な育ちの実現」に変更する。 

・「利益」→経済的なものをイメージするので、表現を検討する。幸福、恩恵、環境など。 

・「、自らが」を削除する。 

・「自他」を「他者」に変更する。 

 

（〇子育て環境の充実） 

・「受け止めて子育て家庭」を「受け止めて、子育て家庭」に変更する。 

・「地域総がかり」を「地域ぐるみ」に変更する。 
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（〇生きる力の育成と学習環境の整備） 

・「〇生きる力の育成と学習環境の整備」→生きる力を育成する場は学習環境以外にもあるた

め、表現を検討する。 

・「るとともに」を削除する。 

・「安全で安心な学習環境」→防犯的な言葉が出てくることに違和感があるので、表現を検討

する。ただし、学校等における防犯も重要である旨の意見もあった。 

 

 

「福祉・健康」 

（説明文） 

・「住み慣れたまちで、」を削除する。 

 

（〇いきいきとした暮らしの充実） 

・全体的に分かりにくい文章なので、表現を検討する。 

・「就労支援」について、この項目に含められないか表現を検討する。 

 

（〇自立した暮らしの支援） 

・「〇自立した暮らしの支援」を「〇自立した暮らしの支援と実現」に変更する。 

・「ケア」→適切な表現を検討する。支援、手助け、援助など。 

・「可能な範囲で」を削除する。 

・「理解」を「協力」に変更する。 

 

（〇健康な暮らしの支援） 

・「〇健康な暮らしの支援」を「〇健康な暮らしの支援と実現」に変更する。 

・「世代の」を削除する。 

・「身体とこころ」→漢字とひらがなの使い分けについて、事務局の持ち帰り事項とする。 

・「維持・促進のための取組」を「維持・促進のための病気の予防的な取組」に変更する。 

・「健康に暮らし続けることの」を「健康寿命をできるだけ延伸」に変更する。 

 

 

「その他」 

（意見） 

・「政策の取組方針」全体に関して、ひとつの文章が長いため、分かりにくい。読みやすく、

分かりやすい文章になるように意識して作成したい。 


